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１．本年度の活動報告

昨年度実施の90歳ヒアリングをイラスト化しシンポジウムで公開。解説冊子を作成。
環境リーダープログラムのソリューション創出論において、試行的に講義を実施。

あきたスマートシティ・プロジェクトの広報活動は必要

2012年8月7日ＷＧ開催
秋田市90歳ヒアリングのヒアリングメモ（20件）を分析し、戦前の自然と共に生きてきた持
続可能なライフスタイルを50種類程度のコンセプトで再整理。

2012年8月3日ＷＧ開催
「昔のあきたのくらし」と「未来のあきたのくらし」としてイラスト化の検討。

2012年11月18日シンポジウム開催
イラストの展示。

2013年2月23日WG開催
イラストの解説冊子の作成検討・作成開始
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２．次年度の活動方針（案）

本年度の成果であるイラストの活用を目指す。

環境リーダーについては、インターンが参画可能なプロジェクトが組成された段階で実施する。

来年度から９０歳ヒアリングの具体化を進める。

【イラストの活用】
– あきたスマートシティ・プロジェクトの広報活動を強化

– スマートシティ・プロジェクトサイトのリニューアルと秋田市HPにリンクを設置

（現在は環境部のページから探す必要がある）

– スマートシティ・プロジェクトサイトにイラストを掲示（解説資料にリンク）

【90歳ヒアリングの具体化】
– 秋田市内に、秋田らしさを具体的に表す施設を設置

– そのための環境整備と調査を行う

サイト作成のための経費、調査活動費用の予算化が必要
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現在のあきたスマートシティプロジェクトのサイト
（秋田市環境部サイト内）
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３．９０歳ヒアリングの具体化 ～パークレット～

秋田らしさの分析から、自然エネルギーの体感、情報提供、非常時対応の機能をもった施設の整備を目
指す。
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３．９０歳ヒアリングの具体化 ～パークレット～
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パークレット整備に向けた役割と想定されるプレーヤー

車道歩道民有地

充電装置

民間事業者との提携

飲料メーカーとの提携

地元商店の管理

秋田市内に設置するパークレットのイメージ

太陽光パネル

団体 役割 検討内容

秋田市 市有地の無償提供

行政財産の商業利用に関する規制
および緩和方策

ﾊﾟｰｸﾚｯﾄの「管理者」の規定

近隣事業者 ﾊﾟｰｸﾚｯﾄの維持管理
日常的管理方法
近隣事業者のメリット

大手企業
(通信、食品)

設備・商品提供
提供ｻｰﾋﾞｽ・施設と企業側のメリット
（例：機器普及、商品ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ等）

地元商業者 情報ｺﾝﾃﾝﾂ提供 集客に効果的な情報


